
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立大砂土 小学校 ）     学校番号 ０５５                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 「自ら学び、考えて行動する児童の育成」～認め合い、学び合い、共に育つ～        

目 指 す 学 校 像 
世代を超えて笑顔をつなぐ大砂土小学校の伝統を深化・充実させる  
～通いたい、通わせたい、勤めたいと思える学校づくり～ 

       

          

重 点 目 標 

１ 複数の教員による個に応じたきめ細やかな授業を行う 
２ 「よさを認め、励ます指導」で、自己肯定感を高める。否定的な指導や暴言による指導の絶無。 
３ 食物アレルギー対応を確実に実施する。 
４ 計画的な校内研修の実施。 
５ 働き方改革の実現に向けた取組。 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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＜現状＞ 

〇令和７年度の全国学力・学習状況調査結果（振

り返りに基づく速報値）によれば、国語はとり

わけ良好、算数科及び理科は良好である。 

〇日頃の学習の様子から、学習に対して真剣に取

り組み、自らの課題を見出し、主体的に学習に

取り組むことができる児童が多い。 

＜課題＞ 

〇全国学力・学習状況調査の結果において、各領

域等での顕著な課題はみられないものの、算数

科、理科で数問に若干の課題がある。 

〇授業観察を通して、「話すこと・聞くこと」に

課題が残る。 

・全国学力・学

習状況調査に

よる課題克服

の 工 夫 と 実

践。 

①全国学力・学習状況調査において、教

育研究所の「カウンセリング訪問」を

受講し、その分析から、本校の課題を

明確化及び確実な定着を図る。 

 

〇教職員・児童・保護者に対する学校評

価項目、「真の学力」を育成する取組

に対して肯定的な回答（よくあてはま

る）の割合（24％,54％,21％）の 8％

向上。 

〇市学習状況調査の質問項目「算数の学

習が好きだ」の回答（当てはまらな

い）の割合（R７比較）の減少。 

〇学校評価「真の学欲の育成」に関わる肯

定的な回答（よくあてはまる）の割合

は、教職員・児童・保護者の順に（24↗

31％、54↘45％、21↘19％） 

 

〇市学習状況調査の質問項目「算数の学習

が好きだ」の回答割合は、現時点で未発

表。2/20頃の公表予定 

 

B 

〇まだまだ保護者への周知が足りない。

学校評価「真の学欲の育成」に関わる

提言を 4 月の学校だよりや年度当初の

懇談会いて周知。児童には、始業式や

お話朝会で丁寧に説明。 

  

・授業観察にお

ける迅速的確

なアドバイス

の実施。 

①「学びのポイント」（じしゃク）に則

った SSSP の授業研究を年間３回以上

取り組み、児童の主体的な学習の機会

を確保する。 

〇計画的な校長による授業観察による。 

〇「学びのポイント」（じしゃク）を生

かした授業研究を実践することができ

たか。 

〇校長の授業観察は、毎日必ず実施した。 

〇学びのポイントを意識した研究授業を学

校課題研究とともに実施した。 
B 

〇来年度実施の「教職員による相互授業

観察」を活用し、より計画的・効率的

に実施する。 
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＜現状＞ 

〇「あいさつで学校が変わる（第２章）」の実践

により、元気な挨拶が校舎内に飛び交う。 

〇大規模校ゆえの誰一人取り残さない児童一人ひ

とりのエンパワメントの視点を持った「well-

being」の確保を実践中。校長室の休み時間の開

放。算数クイズの発信。 

○「大砂土小学校 Sola るーむ」のさらなる整備と

在籍確認の徹底を実施。 

＜課題＞ 

〇長欠傾向人数、長欠人数の増加。 

・児童一人ひと

りへの細やか

な教育支援・

教育相談に対

応した校内体

制の充実 

 

 

 

 

①教育支援・教育相談体制の確立。おは

ようメーターの活用や面談の充実を

図る。また、Sola るーむの出席状況

を確実に把握し、避難訓練の際等に

も確実な人数把握の実施。 

②定期部会の集約とケース会議等の情報

共有の徹底、組織的対応の徹底に基

づく、支援対応を継続し充実。 

③休み時間における校長室の「算数教

室」を全校に広げ、居場所作りとと

もに算数の楽しさを伝えていく。 

〇おはようメータの見届けによる。Sola

るーむの出席者の把握を個票で行い、

ファイルにまとめておくことによる。 

〇月２回以上の教育相談日の設定と必要

に応じたケース会議の開催し、情報共

有・組織的対応の充実を図ることがで

きたか。 

 

〇おはようメータによる目視と、30 日以上

の長欠児童のファイル化・起案化を進め

た。 

〇教育相談日の設定により、SC 及び SSW へ

の相談件数が増えた。また、必ず校長と

の情報共有を実施した。 

〇いじめ案件による、いじめ対策委員会の

開催を昨年度比「３倍」実施した。 

〇業間及び昼休みには、校長室の開放を行

い、児童の居場所とした。 

 

 

 

B 

 

〇引き続き、おはようメータによる目

視と、30 日以上の長欠児童のファイ

ル化・起案化を継続。 

〇本市の課題である、低学年における

いじめを見逃さず、早期の発見・対

策を組織的に実施する。 

〇業間及び昼休みには、校長室の開放を

行い、さらに居心地良く、相談しやす

い居場所とする。 
  

・あいさつで学

校が変わるを

全教職員の共

通指針として

１年間実施。 

①校長による朝の挨拶運動及び朝の地域

回り。 

②児童会による年３回の挨拶運動の実

施。 

② 教職員による朝の挨拶運動の実

施。 

〇挨拶に関する児童・保護者・教職員の

アンケート調査の肯定的評価（よく当

て は ま る ） の 割 合 （ 昨 年 度

59％,22,67％）の 8％向上。 

 

〇挨拶に関する児童・保護者・教職員のア

ンケート調査の肯定的評価（よく当ては

まる）の割合（R6→R7：59％↘50％,22↗

29％,67％↘58％）。 

 

 

 

B 

 

〇児童会とも連携し、「挨拶アンバサダ

ー」の拡張、教職員の挨拶運動を継

続。保護者へも依頼する。 
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＜現状＞ 

〇学校運営協議会の熟議を通して、「地域ととも

にある」大砂土小学校コミュニティ・スクール

を推進している。学校運営協議会の皆さんによ

る、本校の授業参観を実施し、御意見をいただ

く。 

〇大砂土地区における「三世代ふれあいフェス

タ」及び「ふれあい会食」に児童が参加。地域

の方々の御協力のもと、「地域とともにある学

校」づくりに取り組んでいる。 

＜課題＞ 

〇「地域とともにある学校」として、情報共有や

情報発信がまだ不十分である。 

・「地域ととも

にある学校」

としての認知

度を高める。 

 

 

 

 

①学校だよりや HP を通して、学校運営

協議会や SSN などの取組を紹介し、目

指す児童の姿を周知する。 

②行事や学校公開の在り方について、広

く周知し、積極的に学校公開・情報公

開を推進する。 

〇目指す児童の姿の共有に関する保護者

へのアンケート調査の保護者の肯定的

評価（よく当てはまる）の割合（昨年

度 19％）の８％向上。 

〇学校の情報公開に関する保護者へのア

ンケート調査の肯定的評価(よく当て

はまる)の割合(昨年度42％)8％向上。 

〇目指す児童の姿の共有に関する保護者ア

ンケート調査の肯定的評価（よく当ては

まる）の割合（R6→R7：19％↗21％）が

２％向上。 

〇学校の情報公開に関する保護者へのアン

ケート調査の肯定的評価(よく当てはま

る)の割合(R6→R7：42％↗56％)14％向

上。 

A 

今年度の取組を継承し、「同じ評価項

目」で肯定的評価（よく当てはまる）の

割合を上昇させる。 

  ・目指す児童の

姿を地域全体

で共有し、教

育活動を効果

的 に 公 開 す

る。 

 

 

 

①児童会活動としての児童が主体的な挨

拶運動の展開、個人面談、学期ごとの

授業参観の実施、学校公開を推進。 

②校長による朝の挨拶運動を契機に、児

童が気持ちよく挨拶する指導を実践。 

③ﾁｬﾚﾝｼﾞｽｸｰﾙや防犯活動など、様々な

SSN と連携した活動に対して、より多

くの保護者や地域の方々と連携し、児

童が主体となる活動を推進する。 

〇児童会活動と連携した防犯ボランティ

ア会議やチャレンジスクールの意図

的・計画的な実践の充実を図ることが

できたか。また、校長のﾁｬﾚﾝｼﾞｽｸｰﾙ及

び土曜チャレンジスクールへの参加・

協力ができたか。 

○大砂土地区の行事に児童がどの程度参

加したかによる。 

〇今年度もボランティアお礼の会を児童会

主催で開催予定。学校運営協議会にも児

童参画。校長の土曜チャレンジスクール

への参加・協力は、6回参加。 

○市学習状況調査の質問項目「地区の行事

にどのくらい出ましたか」の回答割合

は、現時点で未発表。2/20頃の公表予定 

 
 

B 

〇今年度以上に児童会の学校運営協議会

への参画を目指す。 

〇校長の土チャレへの参加は継続。 
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＜現状＞ 

〇365 日安全点検実施中。校長による毎朝の校庭

見回り及び遊具の視覚・触覚による点検と安全

確認を実施。全教職員が五感を使用し、危険箇

所発見の視点をもつ。 

〇校長による、登校時における３か所の挨拶運動

実施中。さらに児童会及び今年度からは教員に

よる挨拶運動も実施。 

〇学校課題研修として『「個別最適な学び」と

・安全な生活の

実現について

児童・教職員

が主体的に考

えることがで

きる姿勢や知

識 を 育 成 す

る。 

 

①計画的な安全点検の確実な実施と施設

課等の関係課への迅速な連絡や対応。 

②予算の効果的な活用を生かした教育環

境の整備を推進する。また、現金を学

校で集金せずに、振り込みで行う。 

③校長による、毎朝の遊具及び校庭の安

全確認を実施。児童の目線に立った安

全管理・指導を充実させる。 

〇安全点検の定期的な実施。 

〇結果に基づく迅速な補修・補充計画の

実践を進めることができたか。 

〇教職員の学校評価「施設・設備」に関

する肯定的評価（よく当てはまる）の

割合（昨年度 52％）の 8％向上。 

 

〇安全点検の組織的・定期的な実施が行わ

れた。 

〇迅速な補修・補充計画の実践を進めるこ

とができた。 

〇教職員の学校評価「施設・設備」に関す

る肯定的評価（よく当てはまる）の割合

（昨年度 52％↘49％） 

 

 

 

 B 

〇校長による、毎朝の遊具及び校庭の安

全確認を実施。児童の目線に立った安

全管理・指導を充実させる。 

〇処理箇所・修理方法について、職員集

会等で定期的に教職員に周知を行う。   



「協働的な学び」の一体的な充実を目指した指

導方法の工夫』に向けて、２年目の研修を開始

した。 

＜課題＞ 

〇本校は開校 152 年目となり、様々な箇所に不具

合や修繕箇所があるため、優先順位を付け、学

校施設整備課に依頼し、予算を使用していく。 

〇学級数の増加はないが、本校の規模で、理科

室、図工室、家庭科室は各々１教室しか確保で

きず、複数学年での授業展開ができない。 

・2年目の学校課

題 研 修 の 充

実。 

 

①教頭及び研究主任に指示し、研究授業

を核とした、令和 7 年度の研究計画の

立案と実施を行う。 

②講師として、教育課程指導課より指導

主事を招聘し、指導案検討から研究授

業まで一貫した指導を依頼する。 

③今年度の重点を個別最適な学習と協働

的な学習の「大砂土小学校モデル」を

確立。 

〇年３回の指導主事を招聘した研究授業

を実施できたか。 

〇学校課題研修にて、「大砂土小学校モ

デル」を確立ができたか。 

〇学校課題研修において、年３回の指導主

事を招聘した研究授業を実施。また、研

究授業実施学年以外も公開授業を行っ

た。 

〇２年目の学校課題研修にて、「大砂土小

学校モデル」を確立できた。 

 

 

 A 

〇来年度が学校課題研究最終年となるた

め、年３回の指導主事を招聘した検証

授業を実施する。 

〇大砂土小学校モデルの検証・修正を行

い、研究のまとめを行う。 
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＜現状＞ 

○調整時間の確実な把握と振替の実施。ノー残業

デーの実施。 

○毎日の授業観察及び指導を実施。 

○大砂土小パワーアップ講座を実施している。 

○高学年での教科担任制の実施、一人一分掌主任

の徹底など業務遂行の効率化、情報の共有化を

進めている。 

＜課題＞ 

〇組織的対応や業務内容の平準化が不十分で偏り

が見られる。 

〇経験の少ない教職員も多く、教師の専門性を高

め、よい授業のイメージをもつことに困難な様

子が見られる。 

・研修履歴を活

用した対話に

基づく受講奨

励による教師

の学びを促進

する。またベ

テラン教師の

指 導 力 の 伝

承。 

 

①情報端末や各種のアプリケーションの

効果的な活用についての時間と機会

を確保する。 

②人事評価を通して、対話に基づく研修

受講奨励を行う。 

③経験の短い教職員に対する、コーチン

グの視点に立った指導方法の工夫改

善研修を充実させる。 

④２年目の「大砂土小学校パワーアップ

講座」において、ベテランの授業術

等の伝承を図る。 

〇対話に基づく研修受講奨励により、教

職員が学校を支える力を獲得しようと

取り組むことができたか。 

〇コーチングの理論に基づく教育相談や

研修の機会を設定し、教員相互の OJT

を実践することができたか。 

〇校長による教員採用試験対策講座を５

回以上実施。 

〇「大砂土小学校パワーアップ講座」の

開催を１０回以上。 

〇自己評価面談にて研修受講奨励を行い、

教職員がそれぞれの興味や関心により、

夏季研修を中心に受講。レベルアップの

機会を得た。 

〇教育相談や生徒指導部会では、どうして

も否定的な話が挙がるが、コーチングの

理論に基づく肯定的な評価について、校

長から指導を行った。教員相互のOJTを実

践する教職員が表れてきた。 

〇校長による教員採用試験対策講座を 10 回

以上実施。合格率 4/5（80％） 

〇「大砂土小学校パワーアップ講座」の開

催は現時点で 9 回。10 回はクリアする予

定。 

 

 

  

 

 

A 

〇ベテランの教員から経験の短い教員に

指導技術の伝承を行うため、「大砂

土小学校パワーアップ講座」を引き

続き実施する。 

〇管理職による OJTの一環としてコーチ

ングを行う。 

〇校長による教員採用試験対策講座を継

続する。   

 

 

 

 


